
平成 19 年度事業報告書

�．総集会の開催

�) 第 111 回日本眼科学会総会を，平成 19 年 4 月 19

日から 22 日までの 4 日間，下村嘉一総会長のも

と大阪市の大阪国際会議場において開催した．

�) 第 61 回日本臨床眼科学会を，平成 19 年 10 月 11

日から 14 日までの 4 日間，田野保雄学会長のも

と京都市の国立京都国際会館において(社)日本眼

科医会と共催した．

�) 第 113 回日本眼科学会総会の特別講演演者に木下

茂，堀 貞夫の両氏を，又，同総会の評議員会指

名講演演者に相原 一，近藤峰生，稲谷 大の 3

氏を決定した．

�) 第 114 回日本眼科学会総会長に寺崎浩子氏を，

又，同総会の評議員会指名講演の演題を ｢眼画像

診断の進歩｣に決定した．

�) 第 64 回日本臨床眼科学会長に根木 昭氏を決定

した．

�) 第 34 回国際眼科学会の平成 26 年開催国が日本に

決定した．

�．会誌等の刊行に関する事業

�) 日本眼科学会雑誌(会誌)を第 111 巻第 1号から第

12 号及び臨時増刊号を刊行し，これを会員に頒

布した．

�) 英文会誌 ｢Japanese Journal of Ophthalmology｣

を隔月刊行した．

�) 日本眼科学会百十年史(平成 9 年〜平成 18 年)を

作成し，会員に頒布した．

�) 日本眼科学会会員名簿を作成し，会員に頒布し

た．

�．学術の振興と奨励等

�) 日本眼科学会賞は，第 111 回日本眼科学会総会に

おいて特別講演を行った西田輝夫及び三宅謙作の

両氏に授与した．

�) 日本眼科学会評議員会賞は，第 111 回日本眼科学

会総会において宿題報告を行った下村嘉一，山上

聡，園田康平の 3氏を含む 110 氏に授与した．

�) 日本眼科学会学術奨励賞は，優秀な研究業績を発

表した小林 顕，杉田 直，原田知加子，柳 靖

雄，山田直之の 5氏に授与することとした．

�) 日本眼科学会雑誌最優秀論文賞は，会誌に優秀な

原著論文を発表した感染性角膜炎全国サーベイラ

ンス・スタディグループに授与した．

�) 日本眼科学会特別貢献賞は，日本眼科学会の諸活

動に積極的に貢献した臼井正彦，大西克尚，戸張

幾生の 3氏に授与した．

�．眼の疾患に関する調査・研究の実施

�) 日本眼感染症学会作成の ｢感染性角膜炎診療ガイ

ドライン｣と日本眼炎症学会・日本サルコイドー

／シス／肉芽腫性疾患学会作成の ｢サルコイドーシ

スの診断基準と診断の手引き｣を，会誌とホーム

ページに公表した．

�) 眼科的使用の必要性を検証するために，シリコー

ンオイルの使用状況調査を行った．

�．市民公開講演会の実施

学会として社会に貢献するため，一般の人々を対象

とした眼の健康に関する市民公開講演会を，平成

19 年 4 月 22 日と 10 月 14 日に大阪市で，それぞれ

開催した．

�．会員への情報の提供

ホームページ及びメールマガジンによる学会活動状

況と眼科に関する情報を提供した．

�．内外の関連学術団体との連絡・協力

／�) IFOS／ICO(国際眼科連合)に年会費を納付した．

／�) IFOS／ICO の留学生フェローシップ基金に納付し

た．

	．ビジョン 2020 に協力した．


．社会保険に関する事業

平成 20 年度眼科診療報酬点数改正要望書を策定し，

厚生労働省に提出した．

10．専門医制度に関する事業

�) 第 19 回専門医認定試験を平成 19 年 6 月 15 日・

16 日の 2 日間実施し，446 名を専門医に認定し

た．

�) 専門医の資格更新を行い，平成 19 年 4 月 1 日に

19 名，10 月 1 日に 949 名を認定した．

�) 眼科専門医研修施設，生涯教育事業及び教材を認

定した．

�) 第 46 回専門医制度講習会を平成 19 年 4 月 21 日

プライマリ・ケア・シリーズ及び眼科学の基礎シ

リーズの 2 テーマで，大阪市で開催し，第 47 回

専門医制度講習会を 10 月 13 日プライマリ・ケ

ア・シリーズ及び最近の進歩シリーズの 2テーマ

で，京都市で開催した．

�) 生涯教育講座の教材を作成し会誌に掲載し，コン

パス教材の日本語版を眼科専門医と眼科専門医志

向者に頒布した．

�) 専門医資格表示のための眼科専門医プレートを作

製し頒布した．
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�) 眼科専門医認定試験出題基準(平成 19 年度版)を

刊行し，専門医志向者と試験関係者に頒布した．

11．会員の資質向上を図るための眼科講習会を，全国 8

ブロック(北海道・東北・関東甲信越・東京・東海

北陸・近畿・中国四国・九州)で，(社)日本眼科医

会と共催した．

12．戦略企画会議で策定した中長期計画の到達目標を達

成するため，初年度の行動計画を実行した．

13．臓器移植の推進として，(財)日本アイバンク協会が

行う角膜移植・強膜移植の普及事業を援助した．

14．屈折矯正手術及び光線力学療法に関する講習会を指

定した．

15．後 援

厚生労働省が実施する ｢目の愛護デー｣の他，5 団

体の眼に関する活動を後援した．

以 上
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